
授業計画

第１回：造園施設と材料について
第２回：岩石の分類　１）火成岩
第３回：岩石の分類　２）堆積岩
第４回：岩石の分類　３）変成岩
第５回：加工石材、自然石材
第６回：木材、竹材、金属材料
第７回：セメント・コンクリート・レンガ・タイル
第８回：園路・広場
第９回：修景施設
第10回：休養施設
第11回：遊戯施設、運動施設
第12回：教養施設、便益施設
第13回：管理施設、防災施設
第14回：新しい施設（ユニバーサルデザインなど）
第15回：まとめ

出席およびテストで総合評価する。評価方法

造園施工管理技術編　　（社）日本公園緑地協会
造園の施設とたてもの　（小林・山口・近藤著）　コロナ社

テキスト

授業の到達目標

　造園の現場では、樹木だけではなく樹木以外の材料の特性を把握し、各種造園施設における目的と機能に
適合した材料の選択に基づいてより良い空間を作り出している。本授業は各造園施設に適合したより良い材料
の選択ができるように、材料見本を触れながら各材料の特性を把握するとともに、造園施設について学習すること
で、各施設について適切な配置が行えるとともに、これらの施設において適切な材料の使用方法について的確な
判断が下せることを目指す。

授業概要

　造園材料の種類は石材を中心として、多種多様である。これらには単体の材料である1次資材、それらに付加
価値をつけた２次資材，３次資材として日進月歩している。本論は石材の他、セメント、コンクリート、金属、木
材、プラスティックなどの材料を取り上げながら材料の特性や施工状況を合わせて学ぶ。また、造園施設（園路・
広場、修景、休養、遊戯、運動、教養、便益、管理、ユニバーサルデザイン、防災、ビオトープ）について理解させ
る。また、各施設における的確な材料に関する判断を下せるために、石材を中心に分類および名称を学び、実物
鑑定の方法を習得させる。
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